
  
 

  
 

 

 
 

  
 

 

 

合合成成化化合合物物をを添添加加ししたたポポリリププロロピピレレンン繊繊維維のの防防汚汚性性  
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                                                                                  島島根根大大学学  人人間間科科学学部部  高高橋橋哲哲也也  

ポポリリププロロピピレレンン（（PPPP））繊繊維維はは合合成成繊繊維維のの中中でで最最もも軽軽くく、、撥撥水水性性ななどど多多くくのの長長所所ががあありりまますす。。  ままたた、、ポポリリジジ

メメチチルルシシロロキキササンン（（PPSSxx））ややオオレレイインン酸酸アアミミドド（（OOAA））等等のの合合成成化化合合物物はは、、界界面面自自由由エエネネルルギギーーがが小小ささいいたためめ

にに汚汚れれ物物質質がが付付着着しし難難いいでですす。。  そそここでで、、PPPP 繊繊維維のの防防汚汚性性をを改改善善すすべべくく、、合合成成化化合合物物のの添添加加をを試試みみまましし

たた。。  そそのの結結果果、、合合成成化化合合物物をを添添加加すするるここととにによよっってて撥撥水水性性やや撥撥油油性性がが高高ままりり、、PPPP 繊繊維維がが汚汚染染さされれ難難くくなな

りりままししたた。。  ままたた、、純純粋粋なな PPPP 繊繊維維にに比比べべてて耐耐摩摩耗耗性性もも著著ししくく向向上上すするるここととももわわかかりりままししたた。。  ここののここととはは、、合合

成成化化合合物物がが摩摩擦擦端端子子にに対対ししてて滑滑剤剤のの働働ききををししてていいるるたためめとと考考ええらられれまますす。。  

  

図  合成化合物の分子構造 

図  編物での摩耗試験結果 

PPSSxxととOOAAをを添添加加ししたたPPPP繊繊維維のの編編物物 

PPSSxxととOOAAをを添添加加ししたたPPPP繊繊維維 

水水溶溶性性汚汚れれののモモデデルル物物質質 

油油溶溶性性汚汚れれののモモデデルル物物質質 

図  汚染率の時間変化図  汚染率に及ぼすPSｘ 

とOAの添加の影響 

図  接触角の時間変化 
図  接触角に及ぼすPSｘと 
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表  ブレンドの配合組成表 


